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Preface 

When he was a second-year student of a senior high school, the author wrote this 
Japanese essay about Lewis Carroll’s Alice in Wonderland. After introductory words, 
he gives an analytic introduction to more than the first half of Chapter I. The work 
first appeared in the magazine, Shinju No. 4 (1953), published by Kanazawa Kindai 
Senior High School Student Association. The Web version with a slight modification 
appeared on a Web page of the Institute for Data Evaluation and Analysis & Institute 
for Scientific And Artistic Cultures (IDEA & ISAAC) in 1999. The PDF version 
appeared in 2021. 



『不思議の国のアリス』 
第1章を精読する 

多 幡 達 夫 

はじめに 

私が大連にいた終戦翌年の8月のある日だったと思う。その日、母に叱ら
れたことを覚えている。太陽が一日の行程の半ばをとっくに行き過ぎたの
に、昼食を終えていなかったことも覚えている。後で涙と一緒にパンを食べ
たことも忘れていない。ただ、叱られた原因についてだけは少しも覚えがな
いが、そのとき机の上に、大きなハートのキングが表紙に描かれた本のあっ
たことも覚えている。その本は小学生文学全集とかいった、外国文学の方は
背が赤く、日本文学の方はそれが青くなっていた全集中の一冊で、Lewis 
Carroll の『アリス物語』だった。 
大連のその頃の生活は苦しかったが、私は一人、母たちの経済的あるいは
食糧的な苦心や困難とは反対の、ホーマーやグリムやアンデルセンの美しい
物語や楽しい童話の世界に放置された。目を赤くして読み耽ったこれらの本
の中で、この叱られた思い出と一緒に記憶の甦えって来る『アリス物語』
は、最も印象深いもののひとつである。「涙の池」という一章があるので、
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私自身の叱られた思い出が妙にしっくりとして、いつまでもこれに付随して
頭に浮かぶのかも知れない。 
奇怪な夢の世界が描かれている上に、Carroll がよく用いている洒落や替え
歌のところに原文を示した注が入れてあった。私は、物語を読む時に限り、
少し分かりにくいというだけの理由で、一度読んだところをくり返して読む
ことが嫌いだった。他方、注といえども飛ばして読んでは行けない性質でも
あった。そのため私には、この物語は頭のもつれる面倒な読み物と感じられ
たように記憶している。 
しかし、どの辺りだったか忘れたが、lessen と lesson とをかけてあるとこ
ろを読んだときには、全体を原文のまま読むことができたならば、どんなに
か面白いだろうと思ったものだ。それを今、英語の時間に習うことになった
のだが、この機会に注釈書を用いて、英語学習のかたわら、楽しく一冊を読
み通したいと思っている。それより先に、教科書に出ているこの物語の最初
の章 “Down the Rabbit-Hole” をよくかみしめて、ひとつひとつの文や表現か
ら、できるだけのものを味わってみたい。 

眠気で始まる冒頭 

今までに習った物語、たとえば、Andersen の The Little Match Girl は、“It 
was dreadfully cold; it was snowing fast, and almost dark, …” という、きびきぴし
た、いかにも寒さの厳しい大みそかの晩を叙するに適した調子で始まってい
た。Oscar Wild の The Happy Prince は、“High above the city, on a tall column, 
stood the statue of the Happy Prince.” という、副詞句を前に並べ、主語述語を
倒置した力強い、Happy Prince の像が高だかと突っ立っているのが、まざま
ざと感じられる調子であった。 

Alice in Wonderland の冒頭の “Alice was beginning to get very tired of sitting by 
her sister on the bank, …” という文は、これらの調子とは異なる。これが、ア
リスの陥った weariness と sleepiness を、これから読んで行こうとする私たち
にも感じさせ、午後の陽の照りつけている河土手を思わせるに十分な調子で
あることは、私たちの雑な語感でも容易に感じとれるものといえよう。 
アリスがヒナギクで首飾りを作ろうかと思案していた、と書いてあるとこ
ろへ括弧して “(as well as she cou1d, for the hot day made her feel very sleepy and 
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stupid)” と、少し理論ばった（といっては少し強すぎるかも知れないが、物語
の文章中の接続詞 for は、そういう感じを持つように思う）説明を挿んであ
る。この中の sleepy から次の “when suddenly a White Rabbit with pink eyes ran 
close by her.” という白ウサギの出現となり、そのままごく自然に何の断りも
なく、アリスは dreamland へ踏み込むことになる。 

ウサギを追って 

奇妙なことにはウサギが “Oh dear! Oh dear! I shall be too late!” と独り言をい
う。アリスはそれを不思議とも思わない。作者はアリスが不思議とも思わな
いということを “(when she thought it over afterwards, it occurred to her that she 
ought to have wondered at this, but at the time it all seemed quite natural)” と、再び
括弧を用いて説明することによって、かえって読者を不思議の中に追い込む
ようにしている。しかし、ついにアリスの curiosity はウサギの次の所作で燃
え上がらされる。そのタネである “The Rabbit actually took a watch out of its 
waistcoat pocket,  …” では、took 以下を italics を使って注意を引きたてている
が、これは Carroll が書物にでも手紙にでも好んで用いたものだそうである。 
チョッキを着け時計を持ったウサギは、wonder を発揮させる上で作者に対
して陰の力を持っていたと同時に、アリスを彼女の curiosity から抽出される
親しみの糸で手繰り寄せ、私たちの注意をもつねに彼自身の背後に集めさせ
る力を、彼がチョッキと時計以外の携帯物として持ち合わせている焦燥した
心と姿の中に含み持っているようだ。彼はアリスの目の前に現れたり、かと
思うとたちまちそこから消えたりしながら、彼女をぐんぐん Wonderland の奥
深くへ導く。 
アリスを跳び上がらせたウサギは、生垣の下の大きなウサギ穴へぴよんと
跳び込む。次の瞬間にはアリスも跳び込む。その様子を表した文を詳しく見
てみよう。まず、 “In another moment down went Alice after it,” とある。“… 
down went Alice …” の倒置は、重おもしい響きを持つ “down” を前へ引き出し
たために付け加えられたその響きの急激さによって、アリスが Wonerland へ
の入口とも考えられるウサギ穴へ第一歩を差し入れるここでは、大きな効果
を発揮している。そして、“never once considering how in the world she was to 
get out again.” と続く。ここにある “in the world” は「一体全体」と意味を強め
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ていることばだ。徒然草に、たとえば「されば世にはづかしき方もあれ
ど…」というところがあるが、ここの「世に」は「非常に」の意である。“In 
the world” といい「世に」といい、「世」ということばが英語と日本語で、
どちらも意味を強めるような働きをするのは面白い。 

数学教授的表現 

しばらくトンネルのように真っ直ぐに続いたウサギ穴は、急に下へ降り
る。それは深い井戸のようなものである。“Either the well was very deep, or she 
fell very slowly,” と、まず “Either … or …” で二元的な観測を表し、次に、“for 
she had plenty of time as she went down to look about her, …” と、その理由を説
明している。似たような説明は、後にある、アリスが「ネコはコウモリを食
べるかしら」を続けていっているうちに「コウモリはネコを食べるかしら」
となったところの “… for, you see, as she couldn't answer either question, it didn’t 
much matter which way put it.” という文にも見られ、数学的きちょうめんさと
いったものが感じられる。さらにその先で、彼女が「私の身体が望遠鏡のよ
うにたたむことが出来たらなぁ」と思ったところに続く、“For, you see, so 
many out-of-the-way things had happened lately, that Alice had began …” と、アリ
スが何が起こっても不思議でないと思い始める理由の説明や、各所にある括
弧内の文章の、それ以前の記述について解明をするような形も、これらと同
様である。Carroll が Oxford 大学の数学教授だったことが、こういうところ
に現れているのかも知れない。 
先の “Either …, or …, to look around her,” の文は、“and to wonder what was 

going to happen next.” と続く。“Wonder” という言葉は、アリスの子供らしい、
また彼女においては特に強い、珍しい事物に対して働く心の磁気を示してい
る。アリスは井戸の中を落ちて行きながら、その壁につまっている戸棚から 
“ORANGE MARMALADE” と貼紙されたつぼを取りおろしたが、それを落し
て下にいる誰かが死んではいけないと思い、ある戸棚へのせる。ここには彼
女の優しい心根が表わされている。こうしてアリスの愛すべき性格も克明に
描き出されて行く。 
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夢の通性 

「そうよ」とアリスは独りで次のように考えた。“after such a fall as this, I 
shall think nothing of tumbling downstairs!” 続いて、“How brave they’ll all think 
me at home!” さらに、“Why, I wouldn't say anything about it, even if I fell off the 
top of the house!” と思う。この無邪気なアリスの考えを、作者は “(Which was 
very likely true.)” ̶屋根から落ちれば全くものをいうどころではないだろう̶
と皮肉っている。簡潔で客観的な言葉の、巧みな冗談である。 
夢の中で高いところから飛び降りて、案外たやすくふわりとと落ちること
のできるのに驚いた経験は私にもあるような気がする。そうでなくても、組
み合わせて他方の足の上へのせていた足を下へ落した時に、高いところから
落ちる夢を見る（たまたま落ちた瞬間に驚いて目を覚ますと、そのことに気
づくのであるが）ということは誰にでもありそうなことである。“She felt 
that she was dozing off, and had just begun to dream that she was walking …” と夢
の中で夢を見る場面もこの先にあるが、こういうことも私の幼い頃の夢には
出てきた。これらの、夢における私たちの通性を（私の経験だけからこれを
通性というのは非論理的だが、これは多分誰にもあることと思う）奇抜に物
語化してあるので、深い wonder を持ちながらも、どこか懐かしい、ひしひし
と私たちを押し包む夢の雰囲気が漂っている。 
なおもアリスが下へ下へと落ちて行く様子は、“Down, down, down.” と 

rhythmical に表現してある。アリスは、もう何キロ位落ちて来ただろうかと
か、Latitude と Longitude は何度のところへ来たのだろうかとか、可愛らしい
ことを考えてしやべり始める。 作者は括弧内で、“Alice had not the slightest 
idea what Latitude was, or Longitude either,” と説明し、“but she thought they were 
nice, grand words to say." と付け加えたところは、子供の心理をよく掴んだ、
味のある humor になっている。 

対蹠人 

やがてアリスはこう言い出す。“I wonder if I shall fall right through the earth!” 
そして、“How funny it’'ll seem to come out among the people that walk with their 
heads downwards! The Antipathies, I think—” 彼女は “antipodes” （対蹠人̶地球
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上正反対の面に住む人びと̶）というべきところを “antipathies” と言い誤っ
たのだ。アリスにとって “antipodes” という語が難しかったと同様に、ここを
訳す上で難しいことは、“antipathies” をどういう日本語に置き換えるかであ
る。「対蹠人」の言い誤りであるという気持を伝えるためには、antipathy の
訳語である「反感」とか「反情」とかをそのまま持ってきても何にもならな
いだろう。 
先日歯医者へ通っていた時、待合室で『アサヒグラフ』をパラパラめくっ
ていると、「ハデなハゼ釣り」と題したページが目についた。この画報の各
ページの写真記事には英語の解題がついているのだが、これは一体どう訳し
てあるだろうかと思い、すぐに英語の見出しを探した。そして見つけると、
私は思わず微笑した。“Goby fishing for hoby” となっているのあでる。「ハ
ゼ」の訳は “goby” に決まるが、そこへ「ハゼ」に対する「ハデ」にあたる 
“goby” に対する “hoby” を持ってきて二語に rhyme（韻）をふませ、日本語の
洒落をそのまま訳出してあるではないか。 
相異なる二国語の間で、一方の国語の発音の類似する語を並べて作り出し
ている洒落を、他方の国語でも洒落となるように訳すことは、はなはだ困難
である。言葉をそうい具合に並べようといろいろひねくるのは、たとえ成功
しても、二国語の差異によって多少無理が生じるとか、そのために払った苦
心の量に比べれば成功の度がずっと低いとかいうような理由で、言葉の遊戯
でしかないように思われるかも知れない。しかし、その苦心をすることに
よって、上の場合のように味わいのある、また他の場合には、よりよく意味
の通った、あるいは、より多くのものを意味するものに、文章なり句なりを
高めることができるとすれば、これは重要なことであろう。私たちのまわり
には、こうした意味の洒落や類似語を探す苦心を払うに値する、豊かな響き
と複雑な連想と場合場合にぴったりする色彩や気分を持った数多くの言葉が
存在するということも忘れてはならない。 

夢の中の夢 

本筋へ戻って、“antipathies” の訳であるが、注釈書には「対蹠人」の「対」
と「人」をそのままにし、真ん中の「蹠」のところへ、“pathy” の意である
「感情」の「情」を入れた「対情人」というのが見られる。そうすると都合
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のよいことには、“antipodes”（下線部の発音は di:z）と “antipathies” の発音上
の違いが下線の部分の、前者は濁音の長音、後者は清音（英語の場合、声
音・無声音と言った方が適当か）というところにあるのとよく似た関係にも
なるのである。すなわち、サ行オ列の拗音「蹠」を、ザ行オ列拗音の長音
「情」と間違えたということになる（正しい方が濁音で、それをアリスが言
い損なって清音にするという原語の関係が、訳では反対になるが）。いろい
ろの読み物を注釈書で読むとき、訳を見ないでずんずん読んで行ける時で
も、このような、訳出に工夫の必要な部分の訳だけは気をつけて見るほう
が、面白く読めるだろう。 
対蹠地へ出たならば、そこがどこの国かを聞かなければならない、いや、
どこかに書いてあるのが見つかるだろう̶とアリスは考える。そして彼女
は、まだ井戸の中を落ちて行き、他に何もすることがないものだから、猫の
ダイナのことをしやべり始め、前に記した夢の中の夢に陥る。そうすると、
急に “..., thump! thump! down she came upon a heap of sticks and dry leaves, and 
the fall was over." ということになる。けれども、棒切れと枯草の上にどしん
と落ちたために覚めてしまったのは、第二の夢だけである。縦にしか拡がり
を持たない井戸の中の墜落が完全に終ったことを告げる “The fall was over.” 
という、深呼吸をするような文は、読者に一息をつかせ、物語の横への発展
を期待させる役目を担って、それをよく果たしている。 

残像表現か 

けがもしなかったアリスは、飛び起きると、前方の廊下を急いでいる白ウ
サギの姿が目に入る。“There was not a moment to be lost; away went Alice like 
the wind, and was just in time to hear it say, （it は the Rabbit）as it turned a corner, 
‘Oh, my ears and whiskers, how late it’s getting!’ ” ここのところはじつにせわし
く、読者をせき立てるようにできている文章である。私たちの目も次に起こ
るだろう奇妙なことを一刻も早く見るべく、文字の上を走らなければならな
い̶書物に印刷されたことは時の推移につれて逃げて行くものではないと
いっても̶。 

“away went Alice” という表現は、もちろん、風のようにとんで行つたアリ
スの勢いのよい走り方を感じさせるための倒置だが、次のようなことは考え
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られないだろうか。“Alice went away” のままでは、“wen taway” のように発音
されてしまうが、away を前に出すと、accent が第二音節にあるとはいえ、t 
が離れて a の発音がなされるので、Alice の A と alliteration のような効果を生
じ、速く走る時の一瞬前、その一瞬前、またその一瞬前…の残像が糸を引く
ように見える感じが与えられる、と。しかし、これは考えすぎかも知れな
い。 

低くて暗い hall 

アリスは廊下の角でウサギを見失い、long low hall の中に自分を見出す。
Hall といえば高い天井からまばゆいシャンデリアの下がっている光景を思い
浮かべるが、この hall は低い天井から一列のランプが下がっているものであ
る。そして、周り中の扉には錠がおりている。彼女はどうにか黄金の鍵で、
カーテンの後の小さな扉を開け、ネズミ穴ほどの大きさの廊下が続いている
のを見つけることができた。けれども、“… she could not even get her head 
through the doorway,  …” では仕方がなかった。 
　この文章の前に、かつて見たことのない美しい花園がそこから見え、彼
女は、“to get out of the dark hall, and wander about among those beds of bright 
flowers and those cool fountains” を切望したとある。ここにも書いてある通
り、アリスのいる hall は天井が低いばかりか、ランプもあまり明るくないら
しく、“dark hall” なのだ。が、その部屋にあるガラスの三本足のテーブル、そ
の上にあった黄金の鍵、そして今の美しい庭の様子、これらは、読者に dark 
hall のうっとうしさをあまり感じさせないようにして、物語を快く読ませる
べくそろえられた品じなであり記述であろう。 

むすび 

この後、アリスはテーブルの上の小さなびんの中にあったすばらしくおい
しい飲み物を飲んで、望んだ通り、からだが望遠鏡のように縮む。そして、
さぁ、これで美しい花園へ行くことができる、と思ったとたん、黄金の鍵を
テーブルの上に忘れたのに気づき、泣いたあげく、今度はテーブルの下のお
菓子を見つけて、何らかの変化を期待しながらそれを食べ始める。̶これだ
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けの話がこの節の終りまでにあるのだが、この文の前節までの調子で章末へ
行き着くには、白ウサギが先に “Oh, my ears and whiskers, …” と、驚きの言葉
として使ったその体の部位の長さにもまして長いものを、さらに書かなけれ
ばならないことになるから、これくらいにしておこう。 

『新樹』4号、pp. 38–42（石川県立金沢菫台高等学校生徒会、1953） 
原題「不思議の国アリス」 

後年のあとがき 

この一文は私が高校2年生の時に書いたものである。私の出身高校・石川
県立金沢菫台高校は、その後、県立金沢商業高校と名を変えた。旧制中学時
代の県立金沢商業学校の誕生から数えて創立百周年を迎えた2000年に、『金
商菫台百年史』が700ページ近い大冊として発行された。その中の、菫台時
代の生徒会誌『新樹』の発刊に触れた記事に、次の文がある（p. 258）。 

… 毎年一回の刊行で、二号、三号のころまでは、評論、創作、小説、詩など
文学的要素が濃く、四号あたりから、黒瀬進馬の「円周率」や、多幡達夫の「不
思議の国アリスにおける with の使用法」など、生徒の研究論文が見られます。 

菫台時代の生徒名として『百年史』に登場するのは、各年度生徒会長一覧
表にある23名ほか数名に過ぎないが、私はこの文のお陰でその仲間入りをし
たのである。それにしても、この文の原題には「with の使用法」という部分
はなく、文中にもそれを論じたところはない。記事の執筆者が勝手に付け加
えたものだが、論文らしく見せるために「何かの使用法」が必要と考え、記
憶から「with の使用法」について書いてあったような気がしたのだろう。な
お、私は研究論文としてでなく、エッセイのつもりで投稿したのだった。 

Alice in Wonderland が載っていた「教科書」は、一般的な教科書とは異な
り、副読本的なもので、確か「英語乙」という科目で使われたものである。
その授業の先生は秋山宗治校長だった。『百年史』によれば、『新樹』の命
名者は同校長だということだ。私が別途読んだ「注釈書」もこの作品中に登
場するが、これは研究社発行の対訳書だった。ほかに、W. Irving の Sketch 
Book や C. Lamb & M. Lamb の Tales from Shakespeare なども同じシリーズの本
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で読んだ。戦後間もない頃の発行で、紙質や印刷もよくなかったので、全部
処分してしまい、今は手元にない。 
私が定年退職後の「職場」として私設ヴァーチャル研究所 Institute for Data 

Evaluation and Analysis と Institute for Scientific And Artistic Cultures (IDEA & 
ISAAC) を作って間もなく、そのウェブサイトに、この文を若干修正して掲載
した（1999年）。今回 PDF ファイルの形にするに当たって再度見直し、文
題に副題を付け、本文を節に分け、それらの題名を挿入し、なおいくらかの
修正もした。（2021年1月18日）
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